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税務研究会『スタッフアドバイザー』の紹介

『スタッフアドバイザー』は企業の人事・総務担当者向けの経営労務全般に関す
る情報誌です。
実務家が知っておきたい労働・税務関連の法令、厚労省などの行政施策などを
タイムリーに紹介するほか、人事労務関連の話題性のあるテーマを取り上げ、
事例などを基に分かりやすく解説しています。

当コーナーでは『スタッフアドバイザー』を2008年4月号から最新号まで所蔵して
いますのでご利用ください。

　<社会保険労務士・カウンセラー　コラボ企画ホンネで本気のメンタルヘルス対策シリーズ　+　医師のコメント付き>

　メンタルヘルス対策　見直しのポイント

　　　　　　　　　著者：社会保険労務士　土屋留美　/　産業カウンセラー川﨑昌

第1回　私傷病規程を見直す（1）―メンタルヘルス不全発症から休職へ―　９月号掲載　

第2回　私傷病規程を見直す（2）―休職中の対応から復職判定へ―　10月号掲載

第3回　私傷病規程を見直す（3）―リワーク、リハビリ勤務、休職満了について―

第4回　退職及び採用について規程の見直し―特に中途採用について―

********　内容紹介　********

第２回目の私傷病規程を見直す（2）―休職中の対応から復職判定へ―では、規程例の作成法だけではなく、職場のメンタ
ルヘルスの問題で企業にとって最も悩ましいと思われる「復職」に焦点を当て、復帰プログラムの策定や復職へのプロセス
などを重点的に解説しています。また、Q&A式で、「新型うつの従業員・発達障害の疑いがある社員に対する会社のサ
ポート」「休職者の休職中の連絡はどの程度」など実務的な部分にもふれられており、簡潔に分かりやすくカウンセラーが
回答しています。

毎号掲載される実務特集では、最近話題のテーマを取り上げ、会社経営の実務に役立つ内容となっています。

最近では、派遣法改正の動向や企業のメンタルヘルス対策など、実務上知っておかなければならない事項が取り上げら
れています。

また、連載記事では、経理、人事労務、経営アドバイスなどにジャンル分けし、それぞれ実務に直結したテーマを具体例を
交え分かりやすく解説しています。

一部紹介しますと、経理関係では「今月の経理の実務と来月の準備」「経理の疑問点スッキリ解明！―減価償却―」、人事
労務では「小規模事業主のための労働法とその周辺」「管理職のための労務管理講座―会社に苦情を言ってくる社員の
親への対応―」、経営アドバイス関係では「実録・会社倒産の顛末―会社の突然死！どうしてこんなことになったのか。―」
「債権法で知っておくべきポイント」などとなっています。

今年度の全国労働衛生週間のスローガンが「心の健康維持・増進　全員参加でメンタルヘルス」であったように、企業の取
組として「心の健康維持・心の問題対策」への関心が高くなっていると思われます。今回は、このメンタルヘルス対策につい
て、本書が４回の特集を組んでいますのでご紹介します。

当コーナーでの最近の資料の利用状況やレファレンスにおいて、職場のメンタルヘルス対策に関連したものが多く見受け
られます。

********　10月号の注目記事をピックアップ　********






